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北 海 道 の 農 園 藝害 蟲．に 就 ・て

　　…桑　　山　　　 覺

（昭 和 10年 4 月 6 日例 會 ヒこ て 講 演 速記 ）

　　 此 度東京 に 參 る機會が あ りま して 皆様方たV ・ろ い ろ有釜 なお 話を承 らう と

思 つ て 喜ん で居つ た の で あ bま すが 、 幹事の 方か ら何か私 に話 を しろ と い ふ滋

な こ と に なつ た の で あ ります 。 然 し こ れ も土 京税 と考 へ ま して お 引 き受 けV ・た

しま した もの の 、丁度年度末 で 充分 な 準備 を致す こ とも出來 ま せ ん で した し 、

時間 も少い の で あ りますか ら、極 め て概 略 だけ を述べ させ て頂 きた い と存 じま

す 。 津輕海峡 に BLA 正 rSTON 線が あ ります た め か 、昆蟲學關係の 皆 樣方 は北 海道

に 餘 りお い で に なる機會が ない や う で あ りますが 、 その 理 由は江崎 教投に で も

昆蟲地理學の 立 場か ら御研 究を願 ふ こ と に し て
、 も少 しコ ス モ ボ リ ク ン に 皆樣

も夏 の 採集や 冬の ス キ ーに 是非お越 しを願 ひ た い と思ひ ます 。 北海道 を語 る と

い ふ と 少 し大 きVの で あ り ますが 、 私の 立場か ら見た北海道 を…欠va御紹介申し．

上 げ ます 。

　　北海道は御承知 の 通 り面積 は 5
，
755 方里 餘で あ りま して

、 臺灣 ・樺太 ・四

國を合は せ た 大 き さが あ ります 。 隨 つ て 氣候 も地 方 的 に 異 り、 作物 も多樣で あ

ります が 、 害雖の 研究竝 に 指 導機闢は札幌に あ る だけ で一 今度十勝の 方 に 1

入昆蟲 の 專門家が まい る や う に な りま した が
一

私 の 如 きは 鈍才 に して 一向成

績 も上 つ て 居 りませ ん で 、日暮れ て 途徇遠 き感あ るの は汗顔の 至 で あ ります。

北 海道の 開發は遠 く 700 年前か らそ の 曙光 を 見 て 居 りま したが 、先住民族 ア イ

ス に は 農耕 の 術な く、 開拓 の 見 る べ き も  が あ り ませ ん で した 。 然 し明治 2年

開拓使が 北海道 に 置か れ て 以 來開拓 の 基礎創め て立 ち 、 爾來 60有餘年 そ の進捗

著 しVb もの が あ ります 。 明治 蔓年時の 開拓次官黒 田清隆氏が米 國に 行か れ た

際 、 米 國の 農務 局長 Horace 　CAPRON 氏 を 招聘 して飾 り、
CAPRON 氏 を顧問 と し

て北海道の 開拓竝 に それ を基礎づ け る た め の 學校 を建 て る こ と の 方針を定め ら

れ た の で あ り ますが 、同 5 年の 1 月 2 日 CAPRON 、氏 は黒 田次 官に第 1 年報 を提．

出 し次 の 獻 策を致 しま した 。 即 ち 「
開拓使は 科學的 、 組織的 に して且賓用的な

る農業を起 すが爲め に 、全 力を傾注せ ざ る べ か らす 。 こ の 目的 を逹 する に は
、
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鯨 及蝋 幌館 騨 瀦 し哩 概 設け ・ そ の 陳 於 て 麟 蓼 要 な る町

の 部門 をva す る を以 て
、 最 楯 效 K し て 經濟的な訪 法 磁 す

・雌
の 數

は 攀 ・ ・継 ・卓越 嚇 門・ 搬 ・ を有せ ざ・ ぺ 謝 ・ 騨 脇 學

皴 は 年躡 害 の 爲め 磯 百萬 弗の薩 描 ぼす
’
P の 國の 蝶 都 對 して 瞭

限 嗽 釜 娯 ふ可 し．、と 、
・ 醐 今日 の 北大 ・ 恥 元札幌鐸 鯉 設の 基鯉

な つ た の で あbますが 、果 して C畑 Q紙 の 慧灘 的 中晩 しま して 遡 潟

年か ら同 ・年 題 囃 禰 に麟 蟲の 大害を見 ・ 緲 て明 治 ・3年か ら鋳 匝

り列 ， ウ バ ・ “gpsnt蝗 の 大發生観 た事 騨 承 知の 勸 で ・更 蝴 治 15年

頃 燃 マ ． マ ・ 細 ちブ ラ シ・ ヶ ・ シ が大發生 し て 居 ります』 先づ北髄 開拓

礑 初 よ り、。6 ． ，6 の 害蟲燬 生 し濃 瓢 之賠 め られ て 勲 の で あ りま

す ． 明治9年札懶 瞰 が 開設 せ らSi． 明治・3年 睇 ・囘 の 卒難 姻 しまyた

゜

が 、 翌 ・・年の 第 ・醉 難 弊 足 立元太 賑 が 居 ら縫 す ・ 嘩 膊 攻 の第 1

志望が畜齷 で 第 ・志望力焜 蟲數 なつ て 犀り・轢 後開嫌 爛 係せ られ 又
1

札膿 載 鋤 敖・．し て昆皹 疇 灘 さ縁 した ・ 蓋 洞 氏は 北髄 鯲 け

る害蟲研究が イ か ア で あ りま しf ’ 明治・6年瞰 勸農 囎 の 例會で 同氏の

麟 に係る大魏 害する葉覦 、 羅 の 麟 エ ゾ シ ・ テ … ef・1種蹴 て

騨

　を して居 られます 。

　　　　　　　　　　　　　　害 虫 驅 除 の 説 　 　 足 立 元 太 郎 vaPt

　　　 余囎 で難 した ・害蜘 孵化 と 生 長 の 有樣及 騰 の 方灘 渺 諸駆 向て 吐 ee

　 　 せ ん と　 す む

　　　　（中 略 ）ア 膨 ク ア 、 ク ラ テ ージー　羅螂

　　　　是 。 黼 。 害 、姦抽 ・ 厳 葉・害 時 ・ し・ ゆ 糒 魏 蝕す事あ V　・・m
’
“t一

　　昨年 、 妙 し くAk ・事 あ ・ しが 畔 の 如 き澤 M ・rt孵化 ・ ・ 橢 締 した る靺 覯

　　糊 ・ v 五 肝 職 ・ ・ 難 ・害・朋 ・ 憾 瞞 ・ て 蛹 と な り鰈 に 化 し嵳

　　問交尾 し卵 惷 枝 上 に 産 下 す も の と 思は る
σ

　　　　驅灘 胡 中鰍 上 噸 とな・・た ・02eec ・集 贓 は 春 峰 の 黻 上 に 牒 を

　　勦 た 礇 齣 毳 躰 ぱ 之 磯 噌
つ t・UX ・功 あ らん ・ （観 ）

　　　舷 邸 踟 ・ 購 と
一緒叫 を櫞 蔀 た 人で

・

．
備 ア ダチ シ ジ ミ

ρ

檄 標品飼 氏醵 製 糠 もの で あ ります ・ 前に 吋 申 した 糖 醐 治1晦

8 月＋勝邸 起 氏 晞 橢 振
・石狩 の 各國膿 ひ ・ 同・・年囎 礪 圓 も驅除
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昆 蟲 」 第 九 卷 舞 三 號

1

費 搬 じて ゐ ます ・ ね 嘘 、北樋 開徽 以 後 、 北門黝 の 爲鯛 兵膿 が

靭 ま したが ・
’
明治の驪 ・ω それは 瞰 峨 腰 はなか つ た の で あ ります

’”itu も・鱆 と戰靴 した の で 効 ま す． 皀P鈍 暾 は 和 を暗 くして 飜
：し徠 飜 蝗 獣 砲一

鑓 一 礁 戰 しfe・“ うで 崩 す ． 明 治・δ輔 皺
期 匕髄 斃 報謡 ・ と云 嬾 籠 鹹 薮レ糺 た ． ・ 禰 江蠣 三 魁 が
敵 御繕 忙 な魏 や う鉢 軈 用鵬 學上 顛 な・ 酬 で 、前獄 儼 艫

’

昌 介嬲 蛸 時鞠 獺 と し咄 張 翫 た 記鱒 繊 せ て 齣 ます ． 。 の 囎

茅
一
圃 北騨 鰭 鮪 骸 融 び翻 の

一
例

黔 糲 り傳 へ

弊 て ゐ ・ もの で ・例 へ ば 現在北髄 の 櫻 校鞭 用 して ゐ 。

魁 讀本 5 叡 も・ の 記事・励 ます ．
・男瀞 年醸 灘 三鱒 士 岬 鰈 に

な り・ 直 に 動 物闘 究の 爲上 京 さ纏 した・・洞 ・呶 ・ 札膿 數 翩 鰡 學
1ll　L して 黝 蹴 幌 攤 軅 究の た め 蘇 さ糠 した ． 然 し北黼 の 膿 。

覲 て の
糊 嬬 歟 なか つ たや う・ 思 ひ ます ． 同 ・8敏 麟 灘 郷 氏遡

轢 に 畝 舳 樽 呪 攤 磯 生 齢 ぜ られ て 居 庸 、 それ か ら。 の 年
東大噸 藤鞴 門博士鑞 貍 働 擁 ・驫 學 ・生理 鞣 當の 助軛 し。 。一
：ff”　“C’”　va　ltつ て 勘 ますが ・北髄 の 害蟲 ・ しで lt・e つ た 讖 臙 や うで あ り
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ます 。 明治 22年に
．
橋本左五郎博士が 御卒業 に な ケま した 。 直 に助 教 、引績 を助

教授とな られ畜産學と 昆蟲學 とを靉ね講ぜ ちれ s 同29年 に ドイ
’
ツ に留學せ られ

ま したが L その 間北海道の 害蟲 に對す る 貢獻は頗 る大な る もの が di　bます 。 齢
ち先生は北海道 農會の前身で あ る勸農協會 の 學藝委 員及幹事 と して營業者の 害

蟲 に關す る質問 に應答 せ られた計 りで な ぐ‘ 多 くの 貴重 な報文 を發表 きれ て 居

ら雌 ち 働 醐 治・4敏 は 線 畿 ・房題す る
も

め
・ そ の 塾 ・ 魎 ゆ 夜

盜 蟲に關 する もの ．（北海之殖牽概 ）等、 孰れ も貴重靦す べ き文獻 ≧存 じま す tr

　鉱 圖 加 輝 蝗軍 ・ 恥 （ms± m 本 ・ P） ． 、tt同
2昨叩 鮒 松年博 士 が 御

　 ：載 蹴
，

直 ・懸 騨 究

　 「 生 を艇 鱗 翌2・年 鋤 教

　 授 に任ぜ ら縫 ．した訟 村 ガ

　 ． 生噂 大 な。癪 鰍 厩 れ

以後嘔 雌 。 申。上 げな く

　 　　 て も周知 の こ ．とで あ りますか

　 　　　ら省 略させ て頂 きます 。

’
か く

　鍵二灘 驚 謙
　

　 　　 兩先生等 の 御指導 に よ り當業

　 　　 者 の 間 に も害蟲防除 の 觀念が
’

　

　 　 夙 に普及 し、明治25牛頃には

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北海道果樹協會は害 蟲驅除豫

防 申合規約 （次 羯）を設 叺 叉北海道廳 へ 害蟲豫防取締法實施の 義に付建議き

へ した の で あ bます 。

　　　　　　　　　　　 o 害 虫 醐 取 締法實施 の 蕁建 言

　　　堺 穀讖 鰈 樹等 曙 蠕 鰍 防の 周撒 ら ざ る よ 照 腿 ふ て 鞴 し農 家の

　損 美 實 に 少 か らざ る ζ と な る が 北 海 道菓 樹 協曾 に て は 從來會員中 の 申合規約 な る 者 あ

　りて 之 旗 行 しXV し も 此 は 唯韻 問の 規約 rc止 ま ワ て 全 迸 k普 及 す 魂 得 ざる を遒

　憾 と今囘同會幹事 阿 部隆明、津 田教助 の 二 氏 よ り右取 締法の 實施 を 道 廰 に 捶言 した り

　其建 言書は 左の 如 し〇 　　　　　　　　　　　　
二 ・　 ・

　　　　　　　　　　　害 虫 豫防取締法 實施之義に 付建 言

　　 植物害虫 の 恐 る べ きは 今更喋 々 を要 せ ざ る 義に 有 之 本迸 に 於七 はPtet蝗虫西害あ

L
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り昨年は 醵 融 の 害あ 哄 鰍 實 に 名 歌 ぺ が ら ざ る鰍 有之 麒 澱 詠 して 粟．
』’
鰲 ・ 大 豆 小 豆 及 小 麥 の 害 虫 の 如 きMMI ・C して 甘藍 繍 、滌 及 駿 薯の 害 虫 の 如

贈 農家濮 大 な 嬾 害 濛 ふ 所 賄 之 候殊 に
・
近來 融 、 贓 の 如きは 黝 を な．さ 。

る も の あ る よ 孵 礁 殖 しre來本道 の 一
物齔 な る 越 菓蝶 の 齢 鋤 碍候 有 駄

有 之候 跳 融 豫 防 の 如 き嘘 家 瞰 て 他 の 干 渉 綬 け ざ る もの も 自．己 の 利 釜 珊 ん

’
が 爲 め に．之 を行 ふ べ きは 固 よ り當然 の 義 に し て 農家 に 於 て も之 を行 は ん e と を希 望 し

つ LS 如 何 せ ん 口 々 の 黥 囗に 遙は ＃・ ・t・な らず も黼 之 を等 閑鮒 す る は 實 以 て 飾 ．れ

ざ磯 こ 有之故陀 が 甑 謙 らん とす る に 眠 問繊 諸 協會に 於 て 之 輳 騰 導ナ

る
吻 課 韓 唹 て 夫礪 融 を 定 め相當 の 繊 を 灘 られ 上 湘 共 に 戮力 協 同 し

て
芸聟效 を擧げを

こ と を期すべ き義 と愚考仕候依 之 本會 は 甞 て 會員申合 せ 別 紙 の 如 き ．

規 約 総 び
馳 働 臟 し居 徽 第 に 有之是欄 よ り九 牛 の 一毛 k

’
　il及 ば 猴 得共 亦

．
．以 て 之 が 鮴 の 一mi’こ も と存 mva・ffに 勉 らざ礒 有之皰 膿 商瀦 に 於 て 瞎 虫

豫防 規則 訟 布せ ら椨 縣 に 於 て も該規則 に 準 齔 て 其 取 融 を 設 け 昧 之 に 違 』、も
の は 違警罪に 處 す る の 制 を設 け た る が 如 き或は 燕等 の 如 き害 虫 を 哺喰 し て 其 の 暦殖 を

減殺す る 聽 あ徽 旗 した るが 如 き も多 々 有之候 直 歌 之 が 驅 韈 防瞰 娩 る の

贋 況賄 之鯲 るに 獨 鉢 濫 於 て は 前 邇 の 如 噛 々 な 瞎 蝦 生 す る に も拘 らず 未
’
だ 之 が坂締法 撫 之 は 轢 上 の 缺 典 と や 可 申實 に 逍 憾 の 至 に 蒋 懶 轍 前陳 事情御

洞 察速 に 害虫 豫防取締法 を實施相成度 切 望 た堪 へ ず候 此 段 建言 候 也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北 海道 菓樹協魯幹 事

　　　　
・
明治廿 五 年瑚 八 日

’

　 ．　 　 　 阿 部 隆
・

明

　　北海鵲 長 官灘 千 緞 　 　 　
』

　 　 津 田 tt　th

　　　　　　　　　 O 北海迸 菓樹協會員害曳 駆除豫防申合規 約

ca− es 本 會員は 一
致協力 して 害虫の 驅 除 鍛防 を 怠 るへか らす

as二 條 害蟻 生 して 蔓延 の 虞あ る と き麒 景 況 鉢 會 へ 稀 嗹 囎 馳 行ふ ＿ し

第 三 條　本會員外の 菓園 と雖害虫 發生 し其 驅 除 を行 は る N こ と を知 リた る と き は 直 に

　該地 へ 出 張 笈 靦 の 上 懇篤其驪除 を識示 すへ し萬一該 地 に 於 て 直 ft承諾 驪除 せ さ る と

　きは 其顛末 を本 會 へ 報告すへし 本 會 に 於 て は 其筋 へ 照 會 し て 驅 除 の 目 的 を貫徹す る

　 こ と を 謀 る もの とす o

第 四 條 苹 會員中 の 菓園瞎 蟻 生 撫 し其驅除 を怠 る もの あ る と 鰌 會員 よ リ
＿

應

　忠 告 を加 へ 猛 驅 除 せ さ る と きは 直 に 共廣況 を本會へ報告 す へ し

第 五 峰 本會は 第 四 條 の 報告 を受 け た る と き直 に 本 人 へ 勸 告 し措之 に 應せ さ る と きは
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♂
　 時宜忙依 り本會 よ り．驪 除 す る t とあ る へ し皿 其 費用 は本人 よ り徴牧する もの とす

　 第 六 條　本會員は 此 規約施行 上 に 關 し異議 を 申立 つ る 權利 な き も の と す

・’
　 　 　 　 　 ○ 害 虫 豫 防 方 告 鍮

　　　 轡 虫 驤 除 豫 防 取 締 法 實 施 の 義 を北海遣 菓樹協會幹事 よ 峻北 海 道廳 に 建言 し た る と 一

　　と は 前項 ρ如 くな る声道 廳 に 於 て は六 月四 日途 に 告鍮第 三 號 を 以 て 左 の 如 く鍮逹せ ら

　 糠 牾 人呻 百 尺竿頭
一

歩 を勘 速 曙 皐豫防規則を獅 せ 興 ん こ
．
と を．蜀望す る

　 　もの な り O 　　 　　　 ．　　
‘

　　　　　　　　　　　　　 北 海 道 廳 告 論 第 三 號

　　　
’
凡 そ作物 芝害 す る 虫 類 少 か らず と雖昨 年 亞 麻 等 を侵 し猖獗 を逞 ふ せ し種族 も亦 最

　
一
も甚 き もの な り今 に して 之 が 醐 除 豫 防 の 方 を施 さ ず ん は 復覆轍 を履む の 虔な し と 言ふ

　 べ か らす而 し て 昨年 の 調査に 因 るk 該 虫 は 前 年款期蛹に 化 して 主中 に 蟄伏 し蔓年 苙月

　
齟
卞萄乃 至 六 月上 旬 蛾に 變 して 放 卵 し亞 嚇茂 育 の 候 に 至 て 孵化 生 長 し七 月下 旬 乃 至 八 月

1

　 上 旬 の 交再 び蛹 に 花 し三 四 週 日 の 後蛾 と爲 り て 放 卵 し孵化 の 後 又 蛹に 化 して 越年 す る

　　もの L 如 し散に 左 に 記載 した る誘殺若 くは 秋墾 の 方法 に 由て 蛾蛹 の 時之 が 驅除 を
’
計．る

　　よ b’他 に 未 だ便宜 の 策 あ る を認 め す 然 り と 雖 虫 害 は 其蔓延 す る所啻 に 一田 一圃 に 止 ま
・

　　らす 延 て 郡 村 に 及 ぼ す こ とあ
・
り故 に 甲 者驪除 を務 む る も，乙者豫防 を 怠 る と きは 途 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 其害を冤 る S こ と を得 す 是 を以 て 害虫 驅

　　 　　 除 は 協同 の 力 を藉 る に 非 す ん ぱ 其敷 を奏 、

「
　　 　 す る を望 むぺ か らす今變蛾 の 季 に 際ナ當 ，

　　 　　 業 者 能 く．此韋を體 し摯隣 協 同 し以 て 之 が

　　 　　 驅除 を勉 む ぺ し

　　 　　　
“

　誘殺法　變蛾の 季節 に 於 て 試 に 夜

　　 　　 中の 燈火 を 提 け 農揚 を歩行す る と きは 蛾

　　 　　 來 て 燈火 を撲 つ もの な り是れ即 ち變蛾 の

　　 　　 時 な れ ば 此 時 をi謙 す 夜 rp圃上 “c 於 て 篝

　　 　　 火 を設 く る か 又 は 痺宜 下 圖 の 如 く水 槽 乾

　　　　　　　　　　　
『iN 　　　　　　　　備

へて 莫 上 面 に 燈火 を 裝 置 す る と きは 蛾

　 は 火 光 髻望 て 四 方 よ り
’
來集 し 自 ら篝火 に 投 死 し叉 は 燈 火 に 觸 れ 水 槽 中 に 落 て 死 す る も

　 の な り　　
…

　　 一　秋墾法　秋期懇に 圃田 を耕鋤し蛹を して 寒氣に 暴露 せ し む る と き依 其 生 氣 の 全
・

　 部 若 くは 幾分 を殺減す る もの な り

　　 次控 北海道で 明治初年以來大發生 を・した 害蟲 に 就 て 瞥見 します 。 飛蝗 は前
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’
ee

述 の 大發 生以來殆ど そ の 破害 を斷つ て ゐ ま したが 、
’
大 正 9 年眦 見國の 一部 に

大發生 を し 、 道廳か ら約 2 萬 圓の 補助が あ りま した 。 吏に 昭和 5年 8 月石狩國

美瑛 村の 十勝嶽爆發流泥地 に、大發生 を した の で
、 伺 6年 kは在掲軍人 に模擬充

員召 集令を出 して各地 に散在せ る もの を 集め て 塹壕を掘 ら壱一齊驅除 をや bま

した 、 それ か ら淨塵子は 明治 30年 に 多少出 て 居 ります が ． 大正 13年に 大發生 し

ま した 。 その 時 の損害高は 33
，
759石 に 上 りその 價格 1

，
147β06 圓 に なつ て 居 り

ます 。 それか ら北海道 に は泥苞蟲と言ひ 特殊の害蟲が時 k 大發生 をv ・た し て 居

ります 。 之は 毛翅 目の 幼蟲で すが
、 稻 の 稚苗の 根 を食ふ の で

、 株が 立ち ませ ん

で 枯れ て 了ひ ます 。 稻泥負蟲 が 近年各地 に蔓延 し、そ の 害 の 大 きい こ と も特筆

す べ き こ とで あ 切ます 。 次 に 北 海道に 取 つ て 恐 しい もの は大豆莢蠧蟲で あ りま

して 、往 k8 割位 の 被害 を見 る事が あ ります 。 又 キ タ バ コ ガが時 k 大發生 を し

て 失豆 に 慘害を與 へ ます 。 更 に果樹 の 害蟲 と しま して は
、 梅毛蟲 ・綿蟲 ・麝 蟲

等 と府縣 と共通 の もの もあ ります DS、今殻蟲の 種類 の 少 ない の は 注目すべ きで

あ ります 。 唯 リ ン ゴ カ イ ガ ラ ム シ は 明治 の 初年 に ドイ ツ 人 GERII）IER 氏 が ドイ

ツ か ら苗禾を入れた 時 に は い ？て 來 た もの で あ D ます 。 明治 13年に は こ れが爲

め に 廢園に歸 した所 もあ ります 。 同20年頃か ら札幌地 方 に 現 れ 、今 日で は 全 道

に 分布 して は ゐ ます が 、そ の 害は稍停頓 し て 居 ります 。 それか ら果蠧蟲で あ り

ますが 、 明治 2122 年頃に 石狩 國手稻村 に 大發生 を しま して 、同3S年頃に は殆

ど廢園に臨 した所 も少な くなか つ た の で あ ります 。 袋掛 法は こ の 頃或る當業者

が ふ と し た事か ら考案 した もの で
、 品評會 に 出 す苹果 に 自分 の 屋號か何か を入

れ るた め に 袋をか けた と こ ろ 、 それ に は被害が なか つ た こ とか ら思ひ 付い て 始

めた とい ふ 事 を聞V ・て 居 ります 。

　　．か うい ふ や うに北海道の 害蟲 は 、 大正 15年 に 私が編纂 した 「北海道 農園i藝

害蟲 目録 」 に は 226 種 を擧げた の で あ りますが 、 今日で は恐 らく300 種 に上 り

ませ う。
こ れ等は素 よ り府縣 と共通 の 種類 も多い の で は あ りますが 、 地理 的 に

本來の 分布の 相違か ら 、 人爲的に移韓 入 きれた 結果 に よ り、叉は環境 の 相逹か

ら可な り府縣 と は 逹 つ た耿態 に あ る もの が尠 くない や うに 思はれ ます 。 府縣 va

普通 な もの で北海道 に 居 らない もの も 少な くあ bませ ん 。
ツ マ グ ・ ヨ コ バ ヒ ・

イ ナ ヅマ ヨ コ パ ヒ ・ハ ネ ナ ガ イナ ゴ ・ウ リメ へ ・ク ハ カ ミ キ リ等は そ の 例で 北

梅道 に は認 め る 事 が 出來 ませ ん 。 これ に 反 し北海遘以北 に大害の ある もの で tt
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ダイーコ ジ♂
ミベ が あ ゴまず。

、場所 に よ り1σ0％ご   蟲 め害 を見るζ1とが あ り1ます5

先程 申し上 げた や ろた リ ン 勃 イ、
ガ ラ ∠、シ は 輸入 か ら

’
起をた もの 韲 薹府縣 に 未

だ 殆 どその 被害を認め七居 bませ ん 。 之に 反 しア ヅキ ザ ウ ム シ や ソ ラ V メ ザ ウ

ム シ は未だ北海道 に は い つ て 居 りませ 4が 、 ．、？ ク ザ ゥにしでも
  オ シ 〜ヒ 野

’
シ

ン ク 馨 レτも  
帥 ザ虹 曜 し＝ S・ 是等晦 縣か ら即 づ 鰹 麟

の と考 へ て居 ります 。 次 に環境か ら來 る相違 を 、 1，
2．爾例で 申し主げ て見 ます

と
、

ギ ン ボ シ ツ ツ ト ビ ケ ラ は北海道で は前逑 の や うに 泥苞雖と して 直播毋で 獨

特 の 害 をい た して 居 b’
ますが 、

こ の 蟲 は北海道獨特 の もの で は な く 、 本州 に も

居 ります し、立石君 に よ る と九 州に も居 ります 。
こ の 害は 全 く環境か ら來 る相

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み まな

逹 で あ りま して
、 局根縣邑 智郡 の農家か ら私 に 聞い て 來 ま したが 、 直播 をや つ

  ら變 なもの が 害 をす る と い ふ の で
、 調査 し孝處 それ は こ の F ピ ケ ラ で あ g．ま

して 、府縣で も直播 を や る と こ の 蟲の 害が現 れ る とい ふ事が刳 ります 。 大豆莢

蠧蟲 も府縣 に は 決 して 居 な い 譯で は あ りま せ ん が 、 北海道 の や う に 害が甚 しく

は あ りませ ん 。 それか ら北海道稻作害蟲の 第
一

は稻泥負蟲で あ りま して 、浮塵

子 も時 々 出ます が セ ジ ロ ウ ン カ が 代表で あ ります 。
二 化性螟蟲は北海道 で は 氣

候 の 關係か ら主 と．して 1化 で あつ て そ の 害は割合に 少ない やうであ り糞す 。
フ

タ ス ジ ヒ メ ハ ム ツ は臺灣で は 稻の害蟲で あ ります が
、 北海道で は 大 豆 の 害蟲 と

して 認 め られ て居 bます 。 稻 は 食 ひ ませ ん 。
オ ホ ワ タ カ イ ガ ラ モ ド キ は 府縣で

は桑 の 害蟲 で あ りますが 、 北 海道 で は 苹果 の 害蟲で あ ります 。
ヨ タ ウガ は府縣

で は蔬茱の 蟲害で あ りますが 、 北海道 で は 甜菓 ・豌豆 ・亜 麻の 害蟲 で あ bます 。

　　 甚だ粗雜な事 を申 し上 げま したが 、要 す る に 北海道の 害蟲は府縣、そ の 他

の 地 方 と種類 の み ならす生態的 に か な りの 相違が あ ります 。 随つ て 府縣 で 好成

績 を擧げた防除法 を直 に 北 海逍 に 應用 しま して も適應 の 出來 ない 場合が 少 な く

あ りま せ んの で 、獨 自の 立場で 防除法を考究 して ゐ ます 。 例 へ ば エ ン ドウザ ウ

ム シ に對 し北 海道 で は立 法的 の 制舞に よ り好成績 を 得て 居 ります。 即 ち明治 の

末年 に 北海道に 入 つ て 以 來20年經つ て 居 亘ますが 、大正 7 年 に廳令 を出 しま し

て發 生區域外 に豌豆 を輪 出す る事 を禁止 して 居 ります 。 その た め に 今 日その 蔓

延 を一部 に 止 めて 居る の で あ ります 。 害蟲の 防除法は素よ り各害蟲 に つ き個 々

に 研 究 し て 居 りますが 、 農家 に は 病害蟲防除 と い ふ 觀念を施 肥 ・除草な ど と同

樣 に耕種技術 の 内に 繰 り入れる や う仕向け七指導 して 居る の で あ ります 。 隨 つ
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て 病害防除 の 研 究方面 と も緊密 に逋絡を と つ て 仕事 を進 め て 居 る 次第で あ り

ます 。 長 らく御清聽 下 さい ました事 を有難 く御禮 を 申 し上 げます 。 （拍手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （挿圓は 緬輯幹事 に て 採録）

，當 日供覧 された圖書は下記の 通 りで画づ〜をポ

鷺 騰漏讐鷺鰐
汾

騨 隅
（1・＋ 2t142 ）頁 ・

：．雌鱒
亠

醵 鵬 儲 N … 5
・ ｝赫 騨 磯 （・・ 46）頁 （附 鳳 1葉）：

’

　　概 膿 囎 ；朋 治 ・6瑠 那 日 ・ 定價 不 明・
’．
勸農協會

亠
北

’
海 之 殖 産　No，16，

”
1册．菊版 ， 紙 裝 」

『’
（36，頁 （附 圜 ，2 葉 ）．

　
1
札幌勸農脇會事務所 1 明飴妬年 2 月 25訂， 定 價不 明，

’
勸農 協會

L −一
北 海 之 殖 産i

．
No 。18，

1册 ．菊版，
．
紙裝 ， （50

’
＋ 6）頁 ， （附圓；2 葉）．

　　札幌勸農協會事務所，明治 25年 3・万31日 ， 定 價不 明．

”

勸農協會一
北 海 之 殖 産

’Nb 、24
，

’1 册 ・菊版 ，

・紙 裝，（60）頁 札幌勸農協 會

　 事務 所 ， 明治 25年 7月 7 日 ，

・
定價 10錢．

北海迸 小 學校 長啻編纂一 北海道小學郷 土讀本 ， 卷 5； ！册 ．・菊 版 ， 紙 裝 ， （2＋ 77S

　　頁　札幌 日本歡育 幽 版 瓧 ， 昭 和 ユd年・3 月25日 ， 定 價 15錢．
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